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（１）審議概観

第173回国会において、本委員会に付託

された法律案はなかった。

また、本委員会付託の請願６種類19件

は、いずれも保留とした。

〔国政調査等〕

11月12日、国土交通行政の諸施策につ

いて、前原国土交通大臣から説明を聴取し

た。

11月19日、質疑を行い、公共事業及び

「コンクリートから人へ」の理念についての国

土交通大臣の基本認識、道路整備の優先

順位及び高速道路の原則無料化に向けた

社会実験の具体的内容、高速道路の原則

無料化による地域公共交通機関への影響

とその支援策、観光立国推進のための旅館

業法の見直しの必要性及びその他の具体

的方策、八ッ場ダムの建設を中止とする根

拠、河川整備の在り方と「みどりのダム構

想」の妥当性、今後の建設産業の在り方と

その技術力・技能力維持の必要性、地方公

共団体の首長等による要望活動・陳情に対

する国土交通省の対応方針、高速道路会

社の経営への国の関与の問題性、関西三

空港の在り方の検討と関西空港会社に対

する補給金の必要性、建設産業の海外進

出にＯＤＡ事業を活用する必要性、高齢者

の居住安定策及び中古住宅・リフォーム市

場の活性化方策、航空機燃料税の減免な

ど航空業界の国際競争力強化の必要性、

空港整備勘定制度の見直しの一環として空

港別収支等の財務情報を透明化する必要

性、木造在来工法の建築の位置付け及び

その明確化を図るための建築基準法改正

の必要性、事故損傷車両の修理に係る損

保会社と自動車修理業者との契約実態の

調査の必要性、交通基本法の制定に対す

る国土交通大臣の姿勢及び地域公共交通

関連予算の充実、老朽化・旧式化した海上

保安庁船艇・航空機の更新の必要性など

の諸問題が取り上げられた。



（２）委員会経過

○平成21年11月12日(木)（第１回）

理事の補欠選任を行った。

国土の整備、交通政策の推進等に関する調査

を行うことを決定した。

国土交通行政の諸施策に関する件について前

原国土交通大臣から説明を聴いた。

○平成21年11月19日(木)（第２回）

参考人の出席を求めることを決定した。

公共投資・社会資本整備の在り方に関する件、

高速道路の原則無料化に関する件、河川整備

の在り方及び八ッ場ダム建設事業に関する件、

中古住宅・リフォーム市場の活性化及び伝統

工法による建築に関する件、社会資本整備事

業特別会計空港整備勘定の見直しに関する件、

交通基本法の制定及び地域公共交通に関する

件等について前原国土交通大臣、馬淵国土交

通副大臣、元国土交通副大臣、藤本国土交

通大臣政務官、三日月国土交通大臣政務官、

長安国土交通大臣政務官、田村内閣府大臣政

務官、参考人独立行政法人日本高速道路保有・

債務返済機構理事長代理田﨑忠行君及び中日

本高速道路株式会社代表取締役社長高橋文雄

君に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

広田一君（民主）、脇雅史君（自民）、大江

康弘君（自民）、鰐淵洋子君（公明）、西田

実仁君（公明）、渕上貞雄君（社民）

○平成21年12月３日(木)（第３回）

請願第183号外18件を審査した。

国土の整備、交通政策の推進等に関する調査

の継続調査要求書を提出することを決定した。

閉会中における委員派遣については委員長に

一任することに決定した。


